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１．工事概要
本工事は、一般国道359号砺波東バイパ

スの庄川に架かる砺波市頼成地先における

橋梁下部工事及び、護岸工事でした。（写

真－１）

２．工事内容
橋台工　１式

場所打杭工（φ1,500、Ｌ＝6.5m）Ｎ＝６本

橋台（Ｈ＝11.5m） Ｎ＝１基

橋脚工　１式

オープンケーソン基礎工 Ｎ＝３基

橋脚（Ｈ＝18.5～19.5m） Ｎ＝３基

石張り護岸工　　Ｌ＝58m（Ａ＝1,034m2）

蛇かご工　　Ｌ＝257m 仮設工 １式

発注者：国土交通省北陸地方整備局

富山河川国道事務所

工　期：自）平成18年　３月21日

至）平成19年　３月23日

３．現場施工条件等
施工時期が非出水期間中に限定され、冬

期施工にも留意した工期の調整・短縮を強

いられました。鮎・鮭の生育環境に配慮し、

近接する学校、病院に対し公害（騒音・振

動）防止にも留意しました。又、オープン

ケーソンの沈設箇所は堅固な岩塊・玉石層

で掘削難航が予想された為、沈下補助工法

としてデュアルジェットシステムを採用し

ました。

４．デュアルジェットシステムについて
今回工事のケーソン形状が、矩形なので

隅角部の掘削工法の検討が必要となりまし

た。デュアルジェットシステムとは、水中

掘削における沈下補助工法であり、刃先に

高圧水を噴射することで地山をほぐすこと

を目的としています。このシステムの特徴

として、機械本体に取付してある超音波で

刃先の状態をモニターで確認しながら遠隔

操作にて行う為、非常に安全であり確実な

沈下管理が行えました。

写真－４の様に遠隔操作で安全な施工管

理で、掘削施工期間を概ね10日間／基短

縮することが出来ました。

５．河川生態系の保全対策
庄川は鮎・鮭が生育しており、掘削に伴
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写真－１（P4橋脚，P5橋脚，P6橋脚，A2橋台）完成写真

写真－２　デュアルジェットシステムテスト状況

２本のノズルが上下
左左・伸縮してピンポ
イントで地山をほぐす
ことが出来ます。（写
真－２）
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う濁水、構造物構築時のpH処理が必要で

した。そこで地元の漁業組合と協議を行い、

沈砂池を設置してpH処理を行いました。

（写真－５，６参照）

６．イメージアップ（地元小学校に協力）
近隣する小学校の児童達に将来架かる橋

の完成予想絵を作成してもらい通学路に大

きくプリントして掲示しました。これによ

り、地域住民の方々の関心が高まり、事業

計画の理解を深めていただきました。（写

真－７）

７．安全管理活動の一環
当工事は厳しい施工条件の中、多種多様

でいろんな危険が潜んでいることを認識し

ていましたが、より意識を高める為にも

『建設工事快適職場推進計画』の認定を受

図－１　デュアルジェットシステム

写真－３　デュアルジェットシステム設置状況（全体）

写真－４　デュアルジェットシステム遠隔操作状況

写真－５　沈砂池設置状況

写真－６　pH処理装置及び測定状況

庄川pH基準値
5.8～8.6

写真－７　通学路に完成予想絵を掲示
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け、安全衛生管理体制を確立し、空調設備

の設置・簡易水洗トイレの設置を行うとと

もに定期的に作業員の血圧測定を行い快適

な職場環境に取組みました。（写真－８）

８．感想
今回の工事は厳しい施工条件の中で自分

自身も満足できる工事でした。これはスタ

ッフがそれぞれの知識・能力を十分発揮

し、品質・出来映え・環境への配慮に妥協

せず、創意工夫に努めた結果だと思ってい

ます。

最後にこれからも現場に携わっていく中

で、地域の方々とのコミュニケーションを

図り、建設業の理解とイメージアップに努

め、発注者及び住民の方々に満足してもら

える工事を目指したいと思います。写真－８　建設工事快適職場推進計画認定証

１．工事内容

当工事は平成15年から16年度にかけて

新たにできる橋梁部に合わせて現道を軽量

盛土にて拡幅する工事である。

地山を小型バックホーにて掘削し、モル

タル吹付・鉄筋挿入・アンカー工を施し、

床付完了後マイクロパイル基礎工を施工

し、クレーンにてSPC基礎ブロックを設置

後、SPC化粧板設置とエアーミルク打設を

交互に施工して盛土体を形成した。

２．工事経緯

受注時は軽量盛土工法はEPS工法（発泡

スチロール）であったが、直後にSPC工法

（エアーミルク）に変更となった。

現場は、急峻な地形で土質は粘着性が無

く非常に崩壊し易い土質であった為、Ｈ＝

２ｍ程度毎に掘削・モルタル吹付・アンカ

ー・鉄筋挿入工を逆巻施工しながら、床付

していった。

本体工の軽量盛土（SPC工）の中身は、

エア-ミルクで見た目はコンクリートと同

じであるが、コンクリートより硬化が遅く、

単位重量が630kg/m3と水より軽く、水と

反応すると強度低下等の影響を受ける。

この為に雨水対策として、工事区域内の

排水路の途中に堰板を設置し雨水を別経路

の水路へと導く方法を用いた。

本工事は完了すると高さが10ｍ（10段）

であるが、４段目の軽量盛土の打設完了後、

５段目のパネル設置後の夜半に20mm/1h

の雨水に対処できず、軽量盛土体30ｍが

全壊した。

その後崩壊部を全て撤去し、排水路部分

を後施工とし、排水路部分には新たに仮設

排水を設置し、２重の雨水対策を行い工事

を完了させた。

軽量盛土工事での失敗 
現場の失敗と 
その反省 
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